病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和4年7月5日(火)　　　　　　　　　　司会・記録：岩藤　良子
	松村
	加藤
	本川
	澤田
	大久保
	岩藤
	田口
	藤田
	横町

	明け
	準夜
	明け
	○
	公休
	○
	公休
	○
	公休

	佐々木
	原子
	柴垣
	阿部
	
	
	
	
	

	準
	○
	○
	○
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
なし
＜患者様連絡事項＞
・三浦　みよ子様～妹様の迎えにて9：20バス券更新の為、外出に行かれています。外出より帰院。体温36.1℃　市役所、さくら野に寄ってきたと話されるバスに乗っている時に汗が出た。」とスタッフに話されていた。眼球上転の訴えなく落ち着いて過ごされていた。
・三浦　綾子様～主治医（金Ｄｒ）に本人より、現在南病棟に入院されている母様の面会したい事を報告後、了承。13：45よりは南病棟の母親の所へスタッフ同伴で面会をする。終始穏やかに会話されている。15分程すると、「時間ですよね。」と席を立つ。面会後の感想を聞くと、「私が家に居ると思っていたようで、入院している事を教えた後に薬を飲んでねって言ったら、飲んでいるよと答えていました」と苦笑されながら感想を述べています。
・赤間　健太様～青陽館見学のため病棟スタッフ付き添いにて外出する。青陽館ＯＴスタッフの説明を真剣に傾聴し、質問にも落ち着いて返答できていた。うまく言葉が出て来ず返答に時間を要する場面も見られるが苛々感なく疾病教室で興味のあるテーマを尋ねられると「発達障害」と「感情障害」を選択。参加してみたいテーマでは「ストレス解消法」を挙げ、退院後の目標を聞かれると「就労」と答え、見学の感想は「楽しそう」と答えている。テーマが「ストレスチェック」の日の体験利用を希望し、7/8(金）午前9:30～11:30、午後13:30～16:30を希望していた。外出申請中。
送迎スタッフは病棟スタッフ依頼にて柴垣スタッフにお願いしています。

・藤村　翔様～関係機関が集まり今後に向けてケア会議を行っている。病棟からは現状について情報提供し、問題点として唐突な言動が見られるが傾聴後現実提示し対応、問題時（携帯電話使用方法など）は本人の考えを確認後、妥当と思われる案を採用し実施していおり、守れなかったとしても本人にゆとりを持てるような対応案にしている事を伝えている。母様からは、本人の対応方法について困惑しているとの発言があり、各関係機関から意見が出されている。今後は、グループホーム世話人を中心にご両親とプランについても検討していくとの事です。
・小坂　君子様～担当スタッフより、姪様へ連絡するが不在。

折り返しの連絡があったら、要介護2であった事、介護保険証と負担割合証の返却の為来院して頂きたいと説明お願いします。施設等退院支援についての問い合わせがあったら、後日担当スタッフより、連絡する事伝えて下さい。
・久保　興介様～担当スタッフより外出訓練について、母様へ連絡する。日程決まり次第連絡頂く事としている為、連絡を受けたスタッフは報告をお願いします。
・会津　虜子様～臨時薬継続で臨時薬カロナール（200）4Ｔ7/6夕～7/13朝まで継続処方となる。
・滝田　英人様～臨時薬リスパダールＯＤ錠2㎎　1錠、リスパダールＯＤ錠1㎎　1錠
1×夕食後7/6　1日分処方となる。
・
田名部Drの担当患者様：三浦　みよ子様、藤村　翔様、寺地　光幸様、赤間　健太様、
吉田　守幸様、小坂　君子様、高橋　義明様、久保　興介様　
8名の患者様、7/6から臨時薬同内容にて7日分処方。
＜要注目患者様＞
・滝田　英人様～深夜帯では、トイレ篭り目立ち、篭っている最中は、独語聞かれていた。
　　　　　　　　スタッフの声掛けに「便が出づらいんだよな」と呟くように返答あるが
対応時には独語は止まっていた。窓の桟に両手をついて大きな声で独語されているホールで過ごすが断続的な独語が聞かれていたが、自室に戻ると

空笑が見られていた。便少ししか出なかった」と話されている。
・泉山　紀子様～7/4日中に昨日の夕食後薬の状況を振り返る。他者との関係性について指摘を受けた結果不機嫌となり、服薬時にも拒否的な様子が見られていた事を確認。「それは、薬の時に足が痙攣し始めて、調子が悪いから休んでいただけです」と訴えていた。 自身の調子を伝える事も必要なスキルであり、状態が悪い時こそ服薬は必要である事を説明に 「わかりました」と話すが、振り返りの後からあからさまに不機嫌となり、久保様に対して反発行動見られ、相手とすれ違う際に足を踏む行動見られていた。
夜間は不機嫌さなく良眠。本日の日中は余暇時書き物に集中。各食時間は再三の声掛けで移動や行動が見られていたが不機嫌さなく過ごしていた。
・高橋　義明様～7/4朝食後薬時、自室から薬包を持参される際、既に破って持ってくる 

   　　　　　　 為、スタッフ確認後に薬包は破るよう伝える。 言語不明瞭ながら怒り口調で言って来る。体温測定の促しにも返答せず和室で書き物を行い、私物を散乱させている。 体温測定を繰り返し促し、和室は共同スペースの為片付けながら使うよう説明に、「うるせえな！じゃ警察呼べよ！」と怒鳴り返している事ありました。7/5　11：00に特定の女性スタッフが昼食前の検温を声掛けに無言で再度声掛けに「なんだようるせいな」と易怒性みられていたので様子見ていたと報告の為、昼食後和室コーナーで過ごしている為 昼食前の検温をお願いしますと声掛けに 「 あーはい」と返事後体温計受け取るがスイッチを入れず測定の為値の確認に時間要しレている為、介入し体温計を挟めると「どうも」と言い検温終えている。

スタッフをみて対応の仕方が違っていた。今後も続く様であれば対応の仕方やトラブルびならないよう言動に要注目していきましょう。
＜馬渡Dr診察状況＞
・森　ひで様～主治医に後頚部が固くなっている為、時々目薬の点眼の介入依頼ある事や、内服薬服用の時唾をのみ込めずむせ込みが目立っていた事を情報提供。主治医より、11日に退院になる事を話され返事されている。

明日朝から11日就床前薬まで同内容処方（退院時まで）。主治医より、退院時に手渡す診療情報提供書を作成する。
・泉山　紀子様～特定の男性患者様に対し足を踏んだりする事が見られ不機嫌さ見られていた事を情報提供している。診察時は、特定男性患者様（久保）さんの事はきっぱりやめましたと、スタッフの固有名詞を伝えたあと、的確なアドバイスを貰い色々考えて退院に向けて行動したいとの事。青山荘に入所する様頑張りたいですと話されている。Ｄｒより、てんかん発作というのではなく気分のなみでてんかん発作みたいに倒れ込むと思うと伝えられ納得されている。また、肩に入っている金の痛みを話されるが以前も伝えたが退院後に、入院前の整形外科に受診し日赤病院の受診になるかを検討すると思うと言われ診察終了している。臨時薬同様処方。点眼液オロバタジン5ｍｌ　2本処方となる。
